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第２号様式 

平成３０年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課：   経済 部   産業観光 課 

施 設 名 道の駅みさわ 斗南藩記念観光村 

指 定 管理 者 名 ミサワツーリストグループ 

指 定 期 間 平成２６年４月１日から平成３１年３月３１日まで 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

先人記念館 3,394人 3,248 人 特になし 

パターゴルフ 994人 769 人 特になし 

バッテリーカー 2,245人 1,785 人 特になし 

ゴーカート 4,551人 3,959 人 特になし 

遊覧馬車 0人 0 人 平成27年5月より運行休止 

ポニー乗馬 442人 387 人 特になし 

利用者数合計 11,626人 10,148 人 全体的に利用者数が増加した 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理料 42,183 人件費 20,819 

利用料金 1,667 維持管理費 8,225 

その他 113 事業費 10,228 

  その他 4,691 

合計（①） 43,963 合計（②） 43,963 

  収支差額（①－②） 0 

 

３．総合評価に対するコメント 

指定管理者 

斗南藩記念観光村の利用者数は全体通して増加となった。今後とも利用者促進

の取り組みと、継続した広報活動が必要。 

その他に関しては適切な管理・運営がされていると評価する。 

施設担当課 

 アンケート調査の結果を見ると、利用者から概ね好意的な評価を得ている。 

今後においては、総合案内所（くれ馬ぱ～く）とも連携し斗南藩記念観光村一体とし

てより魅力ある施設となるよう努力していただきたい。 
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４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ａ A 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ｂ A 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ A 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ A 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ A 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ A 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ A 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ A 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ A 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ａ A 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ A 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ A 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ A 

修繕は適切に行われているか。 Ａ A 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ A 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ A 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ A 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ A 

総合評価 Ｂ A 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 
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第２号様式 

３０年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課：     経済部   産業観光課 

施 設 名 道の駅みさわ  くれ馬ぱ～く 

指 定 管理 者 名 ミサワツーリストグループ （株）サンアメニティ 

指 定 期 間 平成 26年 4 月 1日から平成 31年 3 月 31 日まで 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

くれ馬ぱ～く 186,471人 186,726人 売店において若干減少した程度で 

   すがほぼ前年と同じでした。 

    

    

    

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額千円 

指定管理料 14,325 人件費 19,207 

利用料金 20,673 維持管理費 35,165 

その他 27,918 事業費 6,237 

 1,871 その他 3,900 

合計（①） 64,787 合計（②） 64,509 

  収支差額（①－②） 278 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

売店内における商品については、利用者が望むようなものを考慮して仕入れに努め

ています。レストランにおいては、遠方からの方の休憩所として利用され、近隣の方々

も利用宇するようになっています。 

また、建物の老朽化による損傷個所をチェックし、修繕の必要あるものは迅速に対処

しています。 

 

 

施設担当課 

 

 

地域住民のための道の駅として商品提供等は一定の評価ができるが、観光や旅行

などの目的地としての道の駅となるよう、商品の見直しやイベントの企画等、現在以

上の利用者の増加や収益の増加を目指す努力が望まれる。 

また、斗南藩記念観光村の他の施設とも連携し施設全体の活性化が望まれる。 

 

 

 



- 2 - 

４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ａ Ａ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ｓ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ｓ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ｂ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ａ Ｓ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ｓ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ｓ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ｂ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ｂ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ｓ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ｓ 

総合評価 Ｂ Ａ 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等に沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 


